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「こわれたベルトコンベアJ
シート 1
おもちゃ工場に下の図のような機械があります。
はじめの部品口を入れると、あとはベルトコンベアにのって
次々に部品が組み立てられる生産ラインです。 A，8， C， 0 4つの工程では
それぞれ直前の部品だけにしか組み立てが行われません(たとえば、
B では2以外のものには 陸廼がつけられません)。
ある日この機械が故障し、中途半端な製品しか出てこなくなりました。
4つの工程のうちどこを修理すればいいのか点検が始まりました。
{抽出を期待する 事項]
-障害は C の工程にある。
C に障害があると、普段は出てこないはずの不完全な
もの(中間体)が検出されるようになる。
もちろん、完成品は得られない。
(資料 lと併せて考えて)
-代謝の本質は連鎖する順序だ 、っ た反応である。
-反応を触媒する酵素には基質特異性があり、他の中間体
を受け付けない。
-代謝経路の途中に障害(酵素の異常)があると、普段は
起こらない代謝中間体の蓄積がおこり、その中間体を
検出・同定することが障害部位の推定に役立つ。
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「こわれたベルトコンベアj
シー ト 2
なかなか直らないので、手作業で途中まで、作ったものを入れてみると
何と完成品になったものがありました! とりあえずこの場をしのぐ
ことができたのはどの段階のものだったのでしょう?
[抽出を期待する事項】
.c の工程が障害されていても、 4 を入れれば 5 (完成品)ができる。
1，2，3 では、 3 ができるだけである。
(資料 1と併せて考えて)
・代謝異常は障害部位以下の中間体で補充ができる
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「こわれたベルトコンベアJ
シー ト 3
その後この機械は修理されておもちゃの生産は順調にいくようになりま
した。ところが今度は、工場から製品を搬出するトラックに不調が見っ
かり、製品が工場の倉庫にたくさん溜まってしまうようになりました。
部品が途中で余ることなく、全体をスムーズに流すためには、 A，8，C，O
4行程のどこかーカ所で速度を落としたいのですが・. 0 
工場の人たちには、その速度を落とす方法や、倉庫から生産ラインで操
作する人に製品の過不足を連絡することも考えておかないとうまくいか
ないことに、まだ気づかないようです。
【抽出を期待する事項1
.律速段階
経路全体の速度を規定する反応
多くの経路で最初の反応が律速となっている事が多い
(この生産ラインも A の段階で調節すれば全体はスムーズにいく)
(資料 1と併せて考えて)
.酵素活性
Km， Vmax ， Michaelis-Menten の式
・活性を変化させる(調節する)因子
温度、 pH 、基質濃度、塩濃度、阻害物質、活性化物質の存在
・フィードパック調節
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「こわれたベルトコンベアJ
生物の体の中にも、このようなベルトコンベア式生産ラインがたくさん
あります。
* シート l、2、3 から生体内の反応に議論が及ばなかった時に
のみ提示。 さらに、その後すぐに資料 1 を提示。
{抽出を期待する事項]
「連続する反応としての代謝経路J
これまでの 3枚のシートに相当する代謝のキ} ワードとその意味を整理する。
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